
 
           

 
令和４年度袋井北小学校の教育について 

4 月末からの大型連休も終わり、学年や学級で教育活動をじっくりと進めていく時期になりました。いま

だ新型コロナウイルス感染症の影響は大きく、昨年度は実施できた引き渡し訓練ですが、今回は中止とさせ

ていただきました。急な変更により、保護者の皆様には、御迷惑、御心配をおかけすることとなったこと、

お詫び申し上げます。  

 本来、この引き渡し訓練では、保護者（家族）の皆さんといっしょに下校しながら、通学路における危険

箇所や登下校中に大きな地震が起こった時の対応、緊急避難場所、被害想定などについて確認していただく

予定でした。学校でも避難訓練等で指導をしていますが、いざというときのために、御家庭でもお子さんと

確認をしていただき、自分の命を守る行動をとることができるよう備えをお願いします。 

 裏面に、本校の令和４年度のグランドデザインを掲載しました。教育目標「夢いだき ともに高め合う子」

を継続し、目標に向かって子供たちが一歩一歩成長することができるように、全職員で支援してまいります。

また、子供たちの成長を支援していくためには、「家庭」と「地域」、そして「学校」が、互いに協働し、

子供を支え、見守っていくことが、地域の宝物である子供たち一人一人の確かな成長につながっていきます。

力と思いを合わせていけるよう本校の教育に対しまして、より一層の御理解を賜りますようお願い申し上げ

ます。 

 

 

    

  

 

 

 本校職員が子供たちを支援、指導していく際に、大切にしている４つの柱があります。そのうちの「受容」

と「ボイスシャワー」については、保護者の皆様にも地域の皆様にも御理解いただきたいと考えています。

家庭や地域、学校という場で、子供にかかわるすべての大人がこの２つの柱を意識していくことが、子供が

個々のペースで目標に近づいていき、望ましい成長につながると考えます。 
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令和４年度 

夢いだき        → 自分の目標をしっかりともち、目標達成に向けて努力する子 

ともに高め合う子 → 友達と学び合い、認め合い､励まし合いながら活動する子 

「受容」 とは 

子どもの家庭環境や実態、その時々の事情などを理解した上で、子供一人一人を掛け替えのない存在と

して大切にし、子どもの話をしっかりと聞き、言葉や態度にできない前向きな思いを含めて受け止め、子どもに

寄り添うこと。一人一人の実態に応じた接し方をしていくこと。 

「ボイスシャワー」とは 

子どもの努力や頑張り、成長をつぶさにとらえ、認め、励ますこと。子どもの行動を改めさせたいと思ったら、

頑張っている子を褒めることで気付かせる。子どもたちの主体性を育むには、たくさん褒めて勇気づけ、自信を

もたせる。 

学校教育目標 



   

 

                        【お知らせ】 

 

                         静岡県総合教育センター教育相談課では、

子どもや保護者の悩みを匿名で相談できる

電話相談事業を開設しております。相談窓口

の案内を添付しますので、御一読いただけた

ら幸いです。 


